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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　身体への摂取物の取扱いを支援する取扱い支援方法であって、
　身体への摂取物の属性情報を当該身体への摂取物に付与されている識別情報に対応付け
て管理する少なくとも１つの属性情報管理サーバと、
　前記属性情報管理サーバを前記識別情報に対応付けて管理する少なくとも１つの識別情
報管理サーバと、
　ユーザ毎の身体への摂取物の取扱い履歴を管理し、身体への摂取物の取扱いをその属性
情報に応じて支援する少なくとも１つの支援サーバと、
　を含む分散システムを、ネットワークを介して、ユーザ端末に接続すると共に、
　身体への摂取物の現在地を特定する位置特定機能と、ロケーション毎にユーザの推定行
為が登録されたロケーションテーブルと、を有する前記ユーザ端末が、身体への摂取物に
付与されている識別情報を入手し、これを前記識別情報管理サーバに通知する第１のステ
ップと、
　前記識別情報管理サーバにおいて、前記ユーザ端末より通知された識別情報に対応付け
られている前記属性情報管理サーバを特定し、その宛先を前記ユーザ端末に通知する第２
のステップと、
　前記ユーザ端末において、前記位置特定機能により特定された身体への摂取物の現在地
が属するロケーションに対応付けられて、前記ロケーションテーブルに登録されている推
定行為が、所定の推定行為である場合に、第１のステップで入手した身体への摂取物の識
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別情報を、ユーザの識別情報と共に、前記識別情報管理サーバより通知された宛先を持つ
前記属性情報管理サーバへ通知する第３のステップと、
　前記属性情報管理サーバにおいて、前記ユーザ端末より通知された身体への摂取物の識
別情報に対応付けられている身体への摂取物の属性情報を特定し、これを前記ユーザ端末
より通知されたユーザの識別情報と共に、前記支援サーバに通知する第４のステップと、
　前記支援サーバにおいて、前記属性情報管理サーバより通知されたユーザの識別情報に
対応付けられている身体への摂取物の取扱い履歴と、前記属性情報管理サーバより通知さ
れた身体への摂取物の属性情報に対して予め用意しておいた取扱い規則とを用いて、身体
への摂取物の摂取行為に対して注意を促すメッセージを作成し、これを前記ユーザ端末に
通知する第５のステップと、
　前記ユーザ端末からの、前記通知したメッセージに対する行為情報を受信する第６のス
テップと、
　前記受信した行為情報を、該ユーザの、前記属性情報管理サーバが特定した身体への摂
取物の新たな取扱い履歴とする第７のステップと、を有すること
　を特徴とする取扱い支援方法。
【請求項２】
　身体への摂取物の取扱いを支援する取扱い支援方法であって、
　身体への摂取物の属性情報を当該身体への摂取物に付与されている識別情報に対応付け
て管理する少なくとも１つの属性情報管理サーバと、
　前記属性情報管理サーバを前記識別情報に対応付けて管理する少なくとも１つの識別情
報管理サーバと、
　ユーザ毎の身体への摂取物の取扱い履歴を管理し、身体への摂取物の取扱いをその属性
情報に応じて支援する少なくとも１つの支援サーバと、
　を含む分散システムを、ネットワークを介して、ユーザ端末に接続すると共に、
　現在時刻を測定する時刻測定機能と、時間帯毎にユーザの推定行為が登録されたコンテ
キストテーブルと、を有する前記ユーザ端末が、身体への摂取物に付与されている識別情
報を入手し、これを前記識別情報管理サーバに通知する第１のステップと、
　前記識別情報管理サーバにおいて、前記ユーザ端末より通知された識別情報に対応付け
られている前記属性情報管理サーバを特定し、その宛先を前記ユーザ端末に通知する第２
のステップと、
　前記ユーザ端末において、前記時刻測定機能により測定された現在時刻を含む時間帯に
対応付けられて前記コンテキストテーブルに登録されている推定行為が、所定の推定行為
である場合に、第１のステップで入手した身体への摂取物の識別情報を、ユーザの識別情
報と共に、前記識別情報管理サーバより通知された宛先を持つ前記属性情報管理サーバへ
通知する第３のステップと、
　前記属性情報管理サーバにおいて、前記ユーザ端末より通知された身体への摂取物の識
別情報に対応付けられている身体への摂取物の属性情報を特定し、これを前記ユーザ端末
より通知されたユーザの識別情報と共に、前記支援サーバに通知する第４のステップと、
　前記支援サーバにおいて、前記属性情報管理サーバより通知されたユーザの識別情報に
対応付けられている身体への摂取物の取扱い履歴と、前記属性情報管理サーバより通知さ
れた身体への摂取物の属性情報に対して予め用意しておいた取扱い規則とを用いて、身体
への摂取物の摂取行為に対して注意を促すメッセージを作成し、これを前記ユーザ端末に
通知する第５のステップと、
　前記ユーザ端末からの、前記通知したメッセージに対する行為情報を受信する第６のス
テップと、
　前記受信した行為情報を、該ユーザの、前記属性情報管理サーバが特定した身体への摂
取物の新たな取扱い履歴とする第７のステップと、を有すること
　を特徴とする取扱い支援方法。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の取扱い支援方法であって、
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　身体への摂取物の収容器、付属品もしくは身体への摂取物自体に、前記身体への摂取物
に付与されている識別情報を格納したＲＦＩＤ（Radio Frequency Identification）用電
子回路チップが装着されており、
　前記第１のステップは、
　前記ユーザ端末との通信機能を備えたＲＦＩＤ用読取装置に、受信可能な無線エリアに
存在する前記ＲＦＩＤ用電子回路チップから前記識別情報を読み取らせ、これを前記ユー
ザ端末に送信させること
　を特徴とする取扱い支援方法。
【請求項４】
　請求項３記載の取扱い支援方法であって、
　前記ＲＦＩＤ用電子回路チップは、識別情報を当該識別情報の認証情報と共に保持して
おり、
　前記第１のステップは、
　前記ＲＦＩＤ用読取装置に、受信可能な無線エリアに存在する前記ＲＦＩＤ用電子回路
チップから識別情報を認証情報と共に読み取らせ、これを前記ユーザ端末に送信させ、こ
れを受けて、前記ユーザ端末が、前記認証情報を用いて前記識別情報の認証を行ない、当
該認証が成立した場合に、前記識別情報を前記識別情報管理サーバに通知すること
　を特徴とする取扱い支援方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、物に付与された識別情報を利用して、物の取扱いを支援する技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、健康、医療、製造、物流、金融、交通等の様々なビジネス分野において、ソリュー
ションシステムに対するニーズが益々大きくなってきている。例えば、健康や医療等のビ
ジネス分野においては、ユーザ毎に物の摂取行為を管理できるようなソリューションシス
テムが望まれている。製造や物流等のビジネス分野においては、物毎に流通行為を管理で
きるようなソリューションシステムが望まれている。そして、金融や交通等のビジネス分
野では、使用者の不正行為（偽造券の使用等）を管理できるようなソリューションシステ
ムが望まれている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
以上のようなソリューションシステムを実現するためには、個々の物を認識できると共に
、認識した物の取扱いに関するメッセージをユーザに伝えることができるような仕組みが
必要である。
【０００４】
本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、様々なソリューションシステムに適用
可能な、物の取扱いを支援する技術を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明では、物の各々に識別情報を付与すると共に、識別情
報が付与された物の属性情報を、予め登録・管理するようにしている。そして、物に付与
された識別情報を用いて物を認識し、その物の属性情報に応じた取扱いに関するメッセー
ジを特定して、ユーザに伝えるようにする。
【０００６】
具体的には、物の属性情報を当該物に付与されている識別情報に対応付けて管理する少な
くとも１つの属性情報管理サーバと、前記属性情報管理サーバを前記識別情報に対応付け
て管理する少なくとも１つの識別情報管理サーバと、物の取扱いをその属性情報に応じて
支援する少なくとも１つの支援サーバと、を含む分散システムを、ネットワークを介して
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、ユーザ端末に接続する。
【０００７】
そして、前記ユーザ端末が入手した識別情報に基づいて、前記識別情報管理サーバが当該
識別情報の付与された物の属性情報を管理する前記属性情報管理サーバの宛先を特定し、
前記属性情報管理サーバが当該識別情報が付与された物の属性情報を特定する。そして、
前記支援サーバが、前記属性情報管理サーバが特定した物の属性情報に応じた取扱いに関
する支援情報を作成し、ユーザ端末に通知する。
【０００８】
ここで、識別情報の物への付与は、例えば以下のようにして行なうことができる。すなわ
ち、物の収容器、付属品もしくは物自体に、この物に付与されている識別情報を格納した
ＲＦＩＤ（Radio Frequency Identification）用電子回路チップを装着する。そして、前
記ユーザ端末との通信機能を備えたＲＦＩＤ用読取装置を用いて、受信可能な無線エリア
に存在する前記ＲＦＩＤ用電子回路チップから前記識別情報を読み取らせ、これを前記ユ
ーザ端末に送信させる。
【０００９】
なお、前記ＲＦＩＤ用電子回路チップは、書き換え不可の記憶領域を有し、情報はこの書
き換え不可の記憶に格納されるようにするとよい。
【００１０】
ここで、無線区間（ＲＦＩＤ用電子回路チップとＲＦＩＤ用読取装置との間）におけるセ
キュリティを向上させるため、識別情報を、当該識別情報の認証情報と共に、前記ＲＦＩ
Ｄ用電子回路チップに保持させるようにしてもよい。そして、前記ＲＦＩＤ用読取装置に
、前記ＲＦＩＤ用電子回路チップから識別情報を認証情報と共に読み取らせ、前記ユーザ
端末に送信させる。それから、前記ユーザ端末にて、前記認証情報を用いて前記識別情報
の認証を行なわせ、当該認証が成立した場合に、前記識別情報を前記識別情報管理サーバ
に通知させる。
【００１１】
上述したように、本発明では、物の各々に識別情報を付与し、この識別情報を用いて物を
認識できるようにしている。そして、認識した物の属性情報に応じた取扱いに関するメッ
セージを、ユーザを伝えるようにしている。したがって、本発明は、様々なソリューショ
ンシステムに適用できる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について説明する。
【００１３】
先ず、本発明の第１実施形態として、本発明を、健康や医療等のビジネス分野において、
ユーザ毎に物の摂取行為を管理するためのソリューションシステム（摂取管理システムと
呼ぶ）に適用した場合を例にとり説明する。
【００１４】
本実施形態において対象となる物は、薬等の身体への摂取物である。本実施形態では、ユ
ーザによる摂取物の摂取行為を監視し、当該行為に注意が必要な場合は、その旨を示すメ
ッセージをユーザに伝えるようにしている。
【００１５】
図１は本発明の第１実施形態が適用された摂取管理システムの概略図である。
【００１６】
図示するように、薬等の摂取物１の収容器（包装紙等を含む）や付属品（説明書等を含む
）に、この摂取物に付与されているユニークな識別情報であるＩＤが格納されたＲＦＩＤ
用の電子回路チップ２が装着されている。
【００１７】
電子回路チップ２は、図２（ａ）に示すように、たとえば、十分な設備を有する半導体製
造メーカでなければ製造できないコンマ数ミリ角の電子回路チップであり、薄型の略直方
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体の形状を有している。また、図２（ｂ）に示すように、シリコンチップ２０１上に、メ
モリおよびその読み出し回路として機能する電子回路２０２と、コンデンサ２０３と、ア
ンテナ２０４とが、形成されて構成されている。ここで、メモリは、書き換え不可能なメ
モリ部分を含むものとする。また、書き換え不可能なメモリ部分には、電子回路チップ２
０２毎に固有の識別情報であるＩＤコードが格納されている。
【００１８】
なお、電子回路２０２の書き換え不可能なメモリ部分へのＩＤコードの格納は、電子回路
チップ２の製造業者が、電子回路チップ２を摂取物１の製造者もしくはその関係者（例え
ば容器の製造者）へ出荷する前に、予め行っておくようにする。ここで、電子回路２０２
の書き換え不可能なメモリ部分とは、ＲＯＭなどの書き換え不可能なメモリの他に、例え
ば、ＩＤコードが書き込まれた部分が書き換え不可に設定されている、ＥＥＰＲＯＭ等の
書き換え可能なメモリも含むものとする。
【００１９】
電子回路２０２、コンデンサ２０３およびアンテナ２０４は、図２（ｃ）に示すような回
路を形成している。この回路は、外部から与えられた電波により、アンテナ２０４にて電
流を誘起し、電荷をコンデンサ２０３に蓄積する。そして、コンデンサ２０３に蓄積した
電荷から得た電力を用いて、電子回路２０２に記憶されている情報を、アンテナ２０４よ
り電波を用いて送信する。すなわち、この電子回路チップ２に電波を与えることにより、
外部より非接触で電子回路チップ２の電子回路２０２に格納されているＩＤコードを読み
出すことができる。
【００２０】
ここで、電子回路チップ２に格納されるＩＤコードのフォーマット例を図３に示す。この
例では、ＩＤコードを、システムデータ２１１と、アプリケーションデータ２１２と、Ｍ
ＡＣ（Message Authentication code）２１３とを含めて構成している。システムデータ
２１１は、電子回路チップ２の製造者が決定するユニークな情報であり、例えばシリアル
番号およびＩＤコードに対するＣＲＣ（Cyclic Redundancy Checking）からなる。アプリ
ケーションデータ２１２は、摂取物の製造者が決定する情報であり、例えば製造者を識別
するための製造者コードおよび摂取物の属性情報を識別するための分類コードからなる。
そして、ＭＡＣ２１３は、ＩＤコードの認証コードであり、電子回路チップ２の製造者が
秘密裏に保持する秘密鍵を用いて、システムデータ２１１およびアプリケーションデータ
２１２を暗号化すること、あるいは、システムデータ２１１およびアプリケーションデー
タ２１２のデジタル署名を生成することで得られるデータである。
【００２１】
このような電子回路チップとして、日立製作所（株）が開発した超小型の電子回路チップ
を利用することができる。
【００２２】
図１に戻り、ＩＤリーダ３は、操作者が携帯可能なＲＦＩＤ用読取装置である。電波を発
生させることで、受信可能な無線エリアに存在する電子回路チップ２からＩＤコードを読
み取り、これをユーザ端末４に送信する。
【００２３】
図４は、ＩＤリーダ３の概略構成図である。図示するように、読取部３０１と、検証部３
０２と、無線通信部３０３と、ユーザＩＦ（インターフェース）部３０４と、を有する。
【００２４】
読取部３０１は、電波を送信して、受信可能な無線エリアに存在する電子回路チップ２を
駆動する。そして、当該電子回路チップ２から送信されたＩＤコードを読み取る。ここで
、ユーザが手にした摂取物１に付与されている電子回路チップ２からのみ、ＩＤコードを
読み取れるようにするためには、例えば、読取部３０１を指輪等に内蔵させることで、受
信可能な無線エリアが手のひらの範囲に納まる程度に設定するとよい。
【００２５】
検証部３０２は、読取部３０１が電子回路チップ２から読み取ったＩＤコードに含まれて
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いるＣＲＣ等を利用してＩＤコードのエラーチェックを行ない、エラーがないことを確認
した後、このＩＤコードに含まれているＭＡＣと、予め登録されている検証鍵（電子回路
チップ２の製造者の秘密鍵そのものか、あるいは対の公開鍵）とを用いて、ＩＤコードの
検証を行なう。そして、検証が成立した場合に、このＩＤコードを無線通信部３０３に渡
す。
【００２６】
無線通信部３０３は、検証部３０２よりＩＤコードを受け取ると、これを予め登録されて
いる自身の識別情報（以下、リーダＩＤと呼ぶ）と共に、ユーザ端末４に送信する。また
、ユーザ端末４より受信した情報をユーザＩＦ部３０４に送信したり、あるいは、ユーザ
ＩＦ部３０４より受け付けた情報をユーザ端末４に送信したりする。
【００２７】
ユーザＩＦ部３０４は、操作ボタン等の入力装置および表示装置や音声装置等の出力装置
を備えて構成される。ユーザＩＦ部３０４は、無線通信部３０３より受け付けた情報を出
力してユーザにメッセージを伝えると共に、ユーザより指示を受け付けてこれを無線通信
部３０３に出力する。
【００２８】
図１に戻り、ユーザ端末４は、ＩＤリーダ３よりＩＤコードおよびリーダＩＤを受け取る
と、各種サーバ５～７と情報のやり取りを行なう。これにより、ユーザがこのＩＤコード
が付与されている摂取物１を摂取しようとしている場合に、その摂取行為に関連するメッ
セージを入手して、ＩＤリーダ３に送信する。
【００２９】
図５は、ユーザ端末４の概略構成図である。図示するように、無線通信部４０１と、取扱
い支援部４０２と、ネットワークＩＦ部４０３と、を有する。
【００３０】
無線通信部４０１は、ＩＤリーダ３との無線通信を行なう。ＩＤリーダ３よりＩＤコード
およびリーダＩＤを受け取ると、これらを取扱い支援部４０２に送信する。また、取扱い
支援部４０２より情報を受け取って、これを取扱い支援部４０２より通知されたリーダＩ
Ｄにより特定されるＩＤリーダ３に送信する。
【００３１】
ネットワークＩＦ部４０３は、ネットワーク８を介して各種サーバ５～７と通信を行なう
。すなわち、各種サーバ５～７より情報を受け取って取扱い支援部４０２に渡す。また、
取扱い支援部４０２より受け取った情報を取扱い支援部４０２より指定された各種サーバ
５～７へ送信する。
【００３２】
取扱い支援部４０２は、無線通信部４０１を介して、ＩＤリーダ３よりＩＤコードおよび
リーダＩＤを受け取ると、ネットワークＩＦ部４０３を介して各種サーバ５～７と情報の
やり取りを行なう。また、無線通信部４０１を介して、ＩＤリーダ３と情報のやり取りを
行なう。これにより、ＩＤリーダ３を所持しているユーザが、このＩＤコードが付与され
ている摂取物１を摂取しようとしているか否かを確認すると共に、摂取しようとしている
場合に、この摂取行為に関連するメッセージを入手して、ＩＤリーダ３に送信する。
【００３３】
図１に戻り、属性情報管理サーバ６は、例えば、摂取物の製造者毎に設けられる。そして
、対応する製造者が製造した摂取物各々の属性情報を管理する。
【００３４】
図６は、属性情報管理サーバ６の概略構成図である。図示するように、ネットワークＩＦ
部６０１と、属性情報ＤＢ（データベース）６０２と、属性情報検索部６０３と、を有す
る。
【００３５】
ネットワークＩＦ部６０１は、ネットワーク８を介してユーザ端末４や各種サーバ５、７
と通信を行なう。属性情報ＤＢ６０２には、図７に示すように、名称、効能、効果、成分
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、処方および注意事項等について記述された摂取物の属性情報６０２２が、分類コード６
０２１に対応付けられて登録されている。ここで、分類コード６０２１は、上述したよう
に、ＩＤコードのアプリケーションデータ２１２に含まれている。属性情報検索部６０２
は、ネットワークＩＦ部６０１より通知されたＩＤコードに含まれている分類コードをキ
ーとして、属性情報ＤＢ６０２から摂取物の属性情報を抽出する。
【００３６】
図１に戻り、ＩＤ管理サーバ５は、ＩＤコードを管理する属性情報管理サーバ６の宛先（
宛先アドレス）を管理する。
【００３７】
図８は、ＩＤ管理サーバ５の概略構成図である。図示するように、ネットワークＩＦ部５
０１と、宛先ＤＢ５０２と、宛先検索部５０３と、を有する。
【００３８】
ネットワークＩＦ部５０１は、ネットワーク８を介してユーザ端末４や各種サーバ６、７
と通信を行なう。宛先ＤＢ５０２には、図９に示すように、属性情報管理サーバ６の宛先
５０２２が、製造者コード５０２１に対応付けられて登録されている。ここで、製造者コ
ード５０２１は、上述したように、ＩＤコードのアプリケーションデータ２１２に含まれ
ている。宛先検索部５０３は、ネットワークＩＦ部５０１より通知されたＩＤコードに含
まれている製造者コード５０２１をキーとして、宛先ＤＢ５０２から属性情報管理サーバ
の宛先５０２２を抽出する。
【００３９】
図１に戻り、摂取管理支援サーバ７は、ユーザ毎に摂取行為の履歴を管理する。また、ユ
ーザが新たに摂取しようとする行為に対して、当該ユーザのユーザ端末にメッセージを通
知する。
【００４０】
図１０は、摂取管理支援サーバ７の概略構成図である。図示するように、ネットワークＩ
Ｆ部７０１と、摂取行為履歴ＤＢ７０２と、ユーザ情報ＤＢ７０３と、取扱い規則ＤＢ７
０４と、支援メッセージ作成部７０５と、を有する。
【００４１】
ネットワークＩＦ部７０１は、ネットワーク８を介してユーザ端末４や各種サーバ５、６
と通信を行なう。
【００４２】
摂取行為履歴ＤＢ７０２には、図１１に示すように、ユーザの識別情報（以下、ユーザＩ
Ｄと呼ぶ）毎に、摂取行為履歴テーブル７０２１が設けられている。摂取行為履歴テーブ
ル７０２１には、摂取行為の日時７０２１１および摂取物の属性情報７０２１２からなる
レコードが時系列的に登録されている。
【００４３】
ユーザ情報ＤＢ７０３には、図１２に示すように、ユーザのプロファイルに関する情報（
アレルギー体質か否か、喘息であるか否かといった、摂取行為に対して注意すべき情報、
以下、ユーザ情報と呼ぶ）７０３２が、そのユーザのユーザＩＤ７０３１に対応付けられ
て登録されている。
【００４４】
取扱い規則ＤＢ７０４には、図１３に示すように、摂取物の属性情報７０４１毎に、摂取
行為に際しての注意事項に関する情報（避ける必要がある摂取物の組合せや、ユーザの体
質、病歴等、以下、取扱い規則と呼ぶ）７０４２が登録されている。
【００４５】
支援メッセージ作成部７０５は、属性情報管理サーバ６よりユーザＩＤおよび属性情報を
受け取ると、このユーザＩＤおよび属性情報をキーとして、ユーザ情報ＤＢ７０３、摂取
行為履歴ＤＢ７０２および取扱い規則ＤＢ７０４から情報を抽出し、抽出した情報に基づ
いて摂取行為に対するメッセージを作成する。
【００４６】
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上記の各種サーバ５～７は、図１４に示すように、ＣＰＵ９０１と、メモリ９０２と、ハ
ードディスク装置などの外部記憶装置９０３と、ＣＤ-ＲＯＭやＤＶＤ-ＲＯＭ等の記憶媒
体９０９からデータを読み取る読取装置９０８と、キーボード、マウスなどの入力装置９
０６と、モニタなどの出力装置９０７と、ネットワーク８を介して他装置と通信を行なう
ための通信装置９０５と、これら装置間のデータ送受を司るインターフェース９０４とを
備えた、一般的な構成を有するコンピュータシステム、あるいは、複数のコンピュータシ
ステムがネットワーク接続されて構成されたネットワークシステムにおいて、ＣＰＵ９０
１がメモリ９０２上にロードした所定のプログラムを実行することで実現できる。このと
き、各種ＤＢには、外部記憶装置９０３等が利用される。また、ユーザ端末４は、上記の
ハードウエア構成を有する一般的なコンピュータシステムに、ＩＤリーダ３との無線通信
装置を設けたシステムにおいて、ＣＰＵ９０１がメモリ９０２上にロードした所定のプロ
グラムを実行することで実現できる。
【００４７】
なお、所定のプログラムは、外部記憶装置９０３からメモリ９０２上に、あるいは、読取
装置９０８を介して記憶媒体９０９からメモリ９０２上に、もしくは、ネットワーク８か
らメモリ９０２上にロードされる。
【００４８】
次に、上記の摂取管理システムの動作について説明する。
【００４９】
図１５は、図１に示す摂取管理システムの動作を説明するための図である。
【００５０】
先ず、ＩＤリーダ３において、読取部３０１は、ＩＤコードを読み取るための電波を常時
送出している（Ｓ１５０１）。ユーザが摂取物１を手に持つなどして、電子回路チップ２
がユーザに携帯されているＩＤリーダ３の受信可能エリアに入ってくると、電子回路チッ
プ２が駆動され、電子回路チップ２の電子回路２０２からＩＤコードが読み出される。読
取部３０１は、これを読み取って、検証部３０２に出力する（Ｓ１５０２）。
【００５１】
これを受けて、検証部３０２は、読取部３０１より受け取ったＩＤコードに含まれている
ＣＲＣ等を利用してＩＤコードのエラーチェックを行ない、エラーがないことを確認した
後、このＩＤコードに含まれているＭＡＣと、予め登録されている検証鍵（例えば電子回
路チップ２の製造者の秘密鍵と対の公開鍵）とを用いて、ＩＤコードの検証を行なう。そ
して、検証が成立した場合に、このＩＤコードを無線通信部３０３に渡す（Ｓ１５０３）
。なお、検証が成立しなかった場合は、偽造等の可能性もあるので、ユーザＩＦ部３０４
を介して、その旨をユーザに伝える。
【００５２】
無線通信部３０３は、検証部３０２よりＩＤコードを受け取ると、これを予め登録されて
いるリーダＩＤと共に、ユーザ端末４に送信する（Ｓ１５０４）。
【００５３】
次に、ユーザ端末４において、取扱い支援部４０２は、無線通信部４０１を介してＩＤリ
ーダ３より、ＩＤコードおよびリーダＩＤを受け取ると、これを保持すると共に、ネット
ワークＩＦ部４０３を介してＩＤ管理サーバ５へ、ＩＤコードを送信する（Ｓ１５０５）
。
【００５４】
次に、ＩＤ管理サーバ５において、宛先検索部５０３は、ネットワークＩＦ部５０１を介
してユーザ端末４よりＩＤコードを受け取ると、このＩＤコードに含まれる製造者コード
に対応付けられて宛先ＤＢ５０２に登録されている属性情報管理サーバ６の宛先を検索す
る（Ｓ１５０６）。そして、ネットワークＩＦ部５０１を介して、ＩＤコードを送信した
ユーザ端末４に、検出した属性情報管理サーバ６の宛先を送信する（Ｓ１５０７）。
【００５５】
次に、ユーザ端末４において、取扱い支援部４０２は、ネットワークＩＦ部４０３を介し
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てＩＤ管理サーバ５より宛先を受け取ると、ＩＤコードを、予め登録してあるユーザＩＤ
と共に、ネットワークＩＦ部４０３を介して、前記宛先より特定される属性情報管理サー
バ６へ送信する（Ｓ１５０８）。
【００５６】
次に、属性情報管理サーバ６において、属性情報検索部６０３は、ネットワークＩＦ部６
０１を介してユーザ端末４よりＩＤコードおよびユーザＩＤを受け取ると、このＩＤコー
ドに含まれる分類コードに対応付けられて属性情報ＤＢ６０２に登録されている属性情報
を検索する（Ｓ１５０９）。そして、ネットワークＩＦ部５０１を介して摂取管理支援サ
ーバ７に、検出した属性情報をユーザ端末４より受け取ったユーザＩＤと共に送信する（
Ｓ１５１０）。
【００５７】
次に、摂取管理支援サーバ７において、支援メッセージ作成部７０５は、ネットワークＩ
Ｆ部７０１を介して、属性情報管理サーバ６より属性情報およびユーザＩＤを受け取ると
、このユーザＩＤをキーとして、ユーザ情報ＤＢ７０３からユーザ情報を抽出すると共に
摂取行為履歴ＤＢ７０２から摂取行為履歴テーブル７０２１を抽出する。また、この属性
情報をキーとして、取扱い規則ＤＢ７０４から取扱い規則を抽出する。そして、摂取行為
履歴テーブル７０２１に記録されている摂取行為の履歴、ユーザ情報および取扱い規則に
基づいて摂取行為に対するメッセージを作成する（Ｓ１５１１）。
【００５８】
具体的には、摂取行為の履歴において、直前（例えば数分以内）に摂取した摂取物の属性
情報が、摂取を避ける必要がある摂取物の組合せとして取扱い規則に記述されているか否
かを調べる。また、ユーザ情報に記述されているユーザの体質や病歴が、摂取を避ける必
要がある体質や病歴として取扱い規則に記述されているか否かを調べる。そして、その調
査結果を反映させた、摂取行為に対するメッセージを作成する。例えば、直前に摂取した
摂取物の属性情報が摂取を避ける必要がある摂取物の組合せに該当する場合は、摂取しよ
うとしている摂取物が、直前に摂取した摂取物との組合せが悪い旨のメッセージを作成す
る。また、ユーザ情報に記述されているユーザの体質や病歴が摂取を避ける必要がある体
質や病歴に該当する場合は、摂取しようとしている摂取物が、ユーザの体質あるいは病歴
に合わない旨のメッセージを作成する。また、直前に摂取した摂取物の属性情報が摂取を
避ける必要がある摂取物の組合せに該当せず、且つ、ユーザの体質や病歴が摂取を避ける
必要がある体質や病歴に該当しない場合は、その旨のメッセージを作成する。
【００５９】
さて、支援メッセージ作成部７０５は、以上のようにしてメッセージを作成したならば、
これをネットワークＩＦ部７０１を介して、前記ユーザ情報により特定されるユーザ端末
４の宛先へ送信する（Ｓ１５１２）。
【００６０】
次に、ユーザ端末４において、取扱い支援部４０２は、ネットワークＩＦ部４０３を介し
て摂取管理支援サーバ７よりメッセージを受け取ると、これを、無線通信部４０１を介し
て、Ｓ１５０５にて先に保持しておいたリーダＩＤより特定されるＩＤリーダ３へ送信す
る（Ｓ１５１３）。
【００６１】
次に、ＩＤリーダ３において、ユーザＩＦ部３０４は、無線通信部３０３を介してユーザ
端末４よりメッセージを受け取ると、これを表示装置および/または音声装置に出力する
と共に、ユーザより摂取行為を行なうか否かの確認を受け付ける（Ｓ１５１４）。そして
、確認を受け付けたならば、これを無線通信部３０３を介して、ユーザ端末４に送信する
（Ｓ１５１５）。
【００６２】
次に、ユーザ端末４において、取扱い支援部４０２は、無線通信部４０１を介して、摂取
行為を行なうか否かの確認を受け付けると、これを予め保持されているユーザＩＤと共に
、ネットワークＩＦ部４０３を介して摂取管理支援サーバ７へ送信する（Ｓ１５１６）。
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【００６３】
さて、摂取管理支援サーバ７において、支援メッセージ作成部７０５は、ネットワークＩ
Ｆ部７０１を介してユーザ端末４より、ユーザＩＤおよび摂取行為を行なうか否かの確認
を受け取る。この確認が摂取行為を行なう旨を示しているならば、摂取行為履歴ＤＢ７０
２内のこのユーザＩＤを持つ摂取行為履歴テーブル７０２１を特定する。そして、このテ
ーブルに新たなレコードを追加し、行為日時７０２１１として現在日時を登録すると共に
、属性情報７０２１２として、Ｓ１５１１にて属性情報管理サーバ６よりこのユーザＩＤ
と共に受け取った属性情報を登録する（Ｓ１５１７）。
【００６４】
以上、本発明の第１実施形態について説明した。
【００６５】
本実施形態では、摂取物１やその容器、付属品等に電子回路チップ２を装着し、この電子
回路チップ２からＩＤコードを読み取ることで、摂取物１を認識できるようにしている。
そして、認識した摂取物１の属性情報に応じた取扱いに関するメッセージを、ユーザに伝
えるようにしている。
【００６６】
具体的には、摂取物１の属性情報と、ユーザの摂取行為履歴およびユーザ情報とを用いて
、摂取物１の摂取行為に対するメッセージを作成し、これをユーザに伝えるようにしてい
る。このようにすることで、ユーザの個々の事情を考慮して、ユーザ毎に摂取行為を管理
することのできるソリューションシステム（摂取管理システム）を実現できる。
【００６７】
また、本実施形態では、各ユーザのユーザ情報や摂取行為履歴は、摂取管理支援サーバ７
でのみ管理され、図１５に示す処理の流れにおいてネットワーク８上に送出されることは
ない。したがって、ネットワーク８に、インターネットなどのオープンなネットワークを
利用した場合でも、ユーザのプライバシーが侵害される可能性を低くすることができる。
【００６８】
また、本実施形態では、ＩＤコードの管理をＩＤ管理サーバ５で行ない、摂取物の属性情
報の管理を、例えば摂取物の製造者毎に設けられた属性情報管理サーバ６で行ない、そし
て、ユーザ情報や摂取行為履歴の管理を摂取管理支援サーバ７で行なうようにしている。
このように、複数のサーバ５～７を用いてソリューションシステムを構築することにより
、負荷の集中を分散でき、従って効率の良いソリューションシステムを構築することがで
きる。
【００６９】
また、本実施形態では、電子回路チップ２の書き換え不可領域にＩＤコードが格納されて
いるので、不正な第三者がＩＤコードを改変することはできない。そもそも、電子回路チ
ップ２自体を製造することは、十分な設備がなければ行うことができない。電子回路チッ
プ２を小型・薄型にするほど、電子回路チップ２を製造できる者が限られてくる。また、
ＩＤコードには、電子回路チップ２の製造者の秘密鍵を用いて作成された改変検証のため
のＭＡＣ２１３が含まれている。このため、仮に、例えば電子回路チップ２とＩＤリーダ
３との間の無線区間において、ＩＤコードが改変されたとしても、その事実を検出するこ
とができる。このような特徴を持つ電子回路チップ２を使用することで、物の偽造等の検
出が容易になる。
【００７０】
なお、本実施形態では、ＭＡＣの検証鍵はＩＤリーダ３に置かれているものとしたが、Ｉ
Ｄ管理サーバ５にも検証鍵を置いて、そこで、ＩＤコードの検証を行うようにしてもよい
。
【００７１】
また、本実施形態において、ＩＤリーダ３に、周辺の環境情報（温度、湿度、騒音、大気
の汚染状態）を検出する機能を持たせ、これを摂取管理支援サーバ７へ伝送することで、
摂取管理支援サーバ７が、環境にあわせた動作（メッセージ作成）を行なえるようにして
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もよい。
【００７２】
また、本実施形態では、ユーザ端末４として、据置タイプのコンピュータシステムを用い
る場合を想定している。このため、携帯する必要があるＩＤリーダ３とは別の装置とし、
ＩＤリーダ３とユーザ端末とを無線通信（例えば無線ＬＡＮ）により接続するようにして
いる。しかし、本発明はこれに限定されない。ユーザ端末４として、ネットワーク８との
通信機能を備えた、ＩＤリーダ３内蔵のＰＤＡ等の携帯端末を利用してもよい。
【００７３】
また、本実施形態では、図１５のフローに示すように、ＩＤリーダ３が電子回路チップ２
からＩＤコードを読み取った場合（電子回路チップ２が受信可能エリア（例えば手のひら
）内にある場合）には、常に、摂取行為に対するメッセージを作成してユーザに伝え、ユ
ーザより摂取行為を行なうか否かの確認をとるようにしている。しかし、ＩＤリーダ３が
電子回路チップ２からＩＤコードを読み取れる場合、つまり、ユーザが摂取物１を手にし
た場合でも、その行為が明らかに摂取行為に繋がるものではない場合もある。
【００７４】
例えば、ユーザが薬局を経営している場合、店先で薬（摂取物１）を手にとる行為は、そ
の殆どが客に渡すためのものと考えられる。また、例えば、医師から午前中の摂取行為を
かたく禁じられているような場合において、午前中に摂取物１を手にとる行為は、その殆
どが摂取行為と無関係と思われる。
【００７５】
そこで、ユーザ端末４は、ＩＤリーダ３が電子回路チップ２からＩＤコードを読み取った
場合（図１５のＳ１５０４）において、その事実が摂取行為と無関係と思われる場合は、
その後の処理（図１５のＳ１５０５以降の処理）を行なうことなく、処理を終了するよう
にしてもかまわない。あるいは、ＩＤリーダ３を介して、ユーザに摂取行為を行なうつも
りか否かを確認し、摂取行為を行なうつもりである旨の確認がとれた場合にのみ、その後
の処理（図１５のＳ１５０５以降の処理）を行なうようにしてもかまわない。
【００７６】
例えば、ＩＤリーダ３に位置検出機能を設ける。これはＧＰＳ等を利用して実現してもよ
いし、あるいは、ロケーション毎（例えばユーザ宅の部屋毎）に位置情報発信機を設け、
ＩＤリーダ３がこの位置情報を受信することで、位置を検出できるようにしてもよい。そ
して、図１５のＳ１５０４において、ＩＤリーダ３に、位置検出機能が検出している位置
情報を、ＩＤコードおよびリーダＩＤと共に、ユーザ端末４へ送信させる。
【００７７】
一方、ユーザ端末４には、ロケーション毎（例えばユーザ宅の部屋毎）に、ユーザの推定
行為が登録されたロケーションテーブルを持たせるようにする。ここでは、ユーザの推定
行為として、ユーザが摂取行為を行なう確率が高いか否かを示す情報を、ロケーション毎
に登録しておく。そして、図１５のＳ１５０５において、ＩＤリーダ３より受け取った位
置情報を含むロケーションに対応付けられている推定行為が、摂取行為を行なう確率が高
い旨を示している場合は、直ちにＩＤ管理サーバ５にＩＤコードを知らせるようにする。
一方、摂取行為を行なう確率が低い旨を示している場合は、ＩＤリーダ３を介してユーザ
に、摂取行為を行なうか否かの確認をとり、摂取行為を行なう旨の確認がとれた場合にの
み、ＩＤ管理サーバ５にＩＤコードを知らせるようにする。
【００７８】
また、例えば、ユーザ端末４に、時間帯毎にユーザの推定行為が登録されたコンテキスト
テーブルを持たせるようにする。ここでは、ユーザの推定行為として、ユーザが摂取行為
を行なう確率が高いか否かを示す情報を、時間帯毎に登録しておく。そして、図１５のＳ
１５０５において、ＩＤリーダ３よりＩＤコードを受け取った時刻を含む時間帯に対応付
けられている推定行為が、摂取行為を行なう確率が高い旨を示している場合は、直ちにＩ
Ｄ管理サーバ５にＩＤコードを知らせるようにする。一方、摂取行為を行なう確率が低い
旨を示している場合は、ＩＤリーダ３を介してユーザに、摂取行為を行なうか否かの確認
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をとり、摂取行為を行なう旨の確認がとれた場合にのみ、ＩＤ管理サーバ５にＩＤコード
を知らせるようにする。
【００７９】
このようにすれば、各種サーバ５～７にかかる負荷を低減できる。
【００８０】
次に、本発明の第２実施形態として、本発明を、貿易等のビジネス分野において、物毎に
その輸出入行為を管理するためのソリューションシステム（輸出入管理システムと呼ぶ）
に適用した場合を例にとり説明する。
【００８１】
本実施形態において対象となる物は、輸出入される流通品である。本実施形態では、物毎
にその輸出入行為を監視し、当該行為に注意が必要な場合は、その旨を示すメッセージを
ユーザ（輸出入管理者）に伝えるようにしている。
【００８２】
図１６は本発明の第２実施形態が適用された輸出入管理システムの概略図である。ここで
、上記の第１実施形態で説明したものと同じ機能を有するものには、同じ符号を付してい
る。
【００８３】
図示するように、流通品１’やその付属品に、この流通品１’に付与されているユニーク
な識別情報であるＩＤが格納されたＲＦＩＤ用の電子回路チップ２が装着されている。
【００８４】
ＩＤリーダ３’ａ、３’ｂは、輸出入に際し必ず通過する税関等の施設に設置されるＲＦ
ＩＤ用読取装置である。ここでは、輸入に際し必ず通過する輸入管理施設にＩＤリーダ３
’ａを設置し、輸出に際し必ず通過する輸出管理施設にＩＤリーダ３’ｂを設置している
。なお、本実施形態では、ＩＤリーダ３’ａ、３’ｂを、それぞれユーザ端末４’ａ、４
’ｂにローカル接続している。したがって、ＩＤリーダ３’ａ、３’ｂの概略構成は、図
４において、無線通信部３０３がユーザ端末４’ａ、４’ｂとの接続部に変更される。ま
た、ユーザＩＦ部３０４は、ユーザ端末４’ａ、４’ｂのそれを利用することにより省略
できる。
【００８５】
ユーザ端末４’ａ、４’ｂは、自身に接続されているＩＤリーダ３’ａ、３’ｂよりＩＤ
コードおよびリーダＩＤを受け取ると、各種サーバ５’～７’と情報のやり取りを行なう
。これにより、このＩＤコードが付与された流通品１’を輸入もしくは輸出しようとして
いる場合に、この輸出入行為に関連するメッセージを入手して、これを送出する。なお、
本実施形態では、ユーザ端末４’ａ、４’ｂにそれぞれＩＤリーダ３’ａ、３’ｂをロー
カル接続している。したがって、ユーザ端末４’ａ、４’ｂの概略構成は、図５において
、無線通信部４０３がＩＤリーダ３’ａ、３’ｂとの接続部に変更される。また、ユーザ
端末４’ａ、４’ｂには、ユーザにメッセージを伝えたり、あるいは、ユーザから指示を
受け付けたりするためのユーザＩＦ部が必要となる。
【００８６】
なお、図１６では、輸入管理用施設および輸出管理用施設を各々１つずつ示している。し
かし、実際には、これらの施設は国毎に設けられる。そして、各国の輸入管理用施設およ
び輸出管理用施設に設けられたユーザ端末４’ａ、４’ｂが、ネットワーク８を介して、
各種サーバ５’～７’に接続される。
【００８７】
属性情報管理サーバ６’は、例えば、流通品の製造者毎に設けられる。そして、対応する
製造者が製造した流通品各々の属性情報をＩＤコードを用いて管理する。ここで、流通品
の属性情報としては、例えば流通品の販売地域（国）や取扱注意事項などである。属性情
報管理サーバ６’の概略構成は、図６に示す第１実施形態の属性情報管理サーバ６と同様
である。
【００８８】
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ＩＤ管理サーバ５’は、属性情報管理サーバ６’の宛先（宛先アドレス）を管理する。Ｉ
Ｄ管理サーバ５’の概略構成は、図８に示す第１実施形態のＩＤ管理サーバ５と同様であ
る。
【００８９】
輸出入管理支援サーバ７’は、流通品毎にその流通行為の履歴を管理する。また、流通品
が新たに輸出入されようとしている場合に、その行為に対するメッセージをユーザ端末４
’ａ、４’ｂに通知する。
【００９０】
図１７は、輸出入管理支援サーバ７’の概略構成図である。ここで、上記の第１実施形態
で説明したものと同じ機能を有するものには同じ符号を付している。
【００９１】
流通行為履歴ＤＢ７０２’には、図１８に示すように、ＩＤコード毎に、流通行為履歴テ
ーブル７０２１’が設けられている。流通行為履歴テーブル７０２１’には、輸出入行為
の日時７０２１１’、輸入行為かそれとも輸出行為かを示す行為種別７０２１２’および
輸出入国７０２１３’からなるレコードが時系列的に登録されている。
【００９２】
取扱い規則ＤＢ７０４’には、図１３に示す第１実施形態の取扱い規則ＤＢ７０４と同様
に、流通品の属性情報７０４１毎に取扱い規則７０４２が登録されている。但し、本実施
形態において、取扱い規則の内容は、輸出入行為に際しての注意事項に関する情報、例え
ば、割れ物か否かや、法律で輸出入できる国が規定されているか否か等の情報となる。
【００９３】
支援メッセージ作成部７０５’は、属性情報管理サーバ６’よりＩＤコードおよび属性情
報を受け取ると、このＩＤコードおよび属性情報をキーとして、輸出入行為履歴ＤＢ７０
２’および取扱い規則ＤＢ７０４’から情報を抽出し、抽出した情報に基づいて輸出入行
為に対するメッセージを作成する。
【００９４】
次に、上記の輸出入管理システムの動作について説明する。
【００９５】
図１９は図１６に示す輸出入管理システムの動作を説明するための図である。
【００９６】
先ず、流通品１’が輸入管理施設および輸出管理施設のいずれか一方に持ち込まれ、その
施設に設置されているＩＤリーダ３’ａ、３’ｂ（以下、単にＩＤリーダ３’と呼ぶ）の
受信可能エリア内にセットされると（Ｓ１９０１）、ＩＤリーダ３’は、読取部３０１に
よって流通品１’に装着されている電子回路チップ２からＩＤコードを読み取る（Ｓ１９
０２）。それから、検証部３０２によりＩＤコードの検証を行なう（Ｓ１９０３）。そし
て、検証が成立しなかった場合は、偽造等の可能性もあるので、その旨を自身にローカル
接続されたユーザ端末４’ａ、４’ｂ（以下、単にユーザ端末４’と呼ぶ）に通知する。
これにより、ユーザ（輸出入管理者）に知らせる。一方、検証が成立した場合は、このＩ
Ｄコードを、予め登録されているリーダＩＤと共に、ユーザ端末４’に通知する（Ｓ１９
０４）。
【００９７】
次に、ユーザ端末４’において、取扱い支援部４０２は、ＩＤリーダ３’よりＩＤコード
およびリーダＩＤを受け取ると、これを保持すると共に、ネットワークＩＦ部４０３を介
してＩＤ管理サーバ５’へ、ＩＤコードを送信する（Ｓ１９０５）。
【００９８】
次に、ＩＤ管理サーバ５’において、宛先検索部５０３は、ネットワークＩＦ部５０１を
介してユーザ端末４’よりＩＤコードを受け取ると、このＩＤコードに含まれる製造者コ
ードに対応付けられて宛先ＤＢ５０２に登録されている属性情報管理サーバ６’の宛先を
検索する（Ｓ１９０６）。そして、ネットワークＩＦ部５０１を介して、ＩＤコードを送
信したユーザ端末４’に、検出した属性情報管理サーバ６’の宛先を送信する（Ｓ１９０
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７）。
【００９９】
次に、ユーザ端末４’において、取扱い支援部４０２は、ネットワークＩＦ部４０３を介
してＩＤ管理サーバ４’より宛先を受け取ると、ＩＤコードを、予め登録してある行為種
別（輸入行為かそれとも輸出行為か）および輸出入国の情報と共に、ネットワークＩＦ部
４０３を介して、前記宛先より特定される属性情報管理サーバ６’へ送信する（Ｓ１９０
８）。
【０１００】
次に、属性情報管理サーバ６’において、属性情報検索部６０３は、ネットワークＩＦ部
６０１を介してユーザ端末４’よりＩＤコード、行為種別および輸出入国の情報を受け取
ると、このＩＤコードに含まれる分類コードに対応付けられて属性情報ＤＢ６０２に登録
されている属性情報を検索する（Ｓ１９０９）。そして、ネットワークＩＦ部５０１を介
して輸出入管理支援サーバ７’に、検出した属性情報を、ユーザ端末４’より受け取った
ＩＤコード、行為種別および輸出入国の情報と共に送信する（Ｓ１９１０）。
【０１０１】
次に、輸出入管理支援サーバ７’において、支援メッセージ作成部７０５’は、ネットワ
ークＩＦ部７０１を介して、属性情報管理サーバ６’より属性情報、ＩＤコード、行為種
別および輸出入国の情報を受け取ると、このＩＤコードをキーとして流通行為履歴ＤＢ７
０２’から流通行為履歴テーブル７０２１’を抽出すると共に、この属性情報をキーとし
て、取扱い規則ＤＢ７０４’から取扱い規則を抽出する。そして、流通行為履歴テーブル
７０２１’に記録されている輸出入行為の履歴および取扱い規則に基づいて、行為種別お
よび輸出入国の情報より特定される輸出入行為に対するメッセージを作成する（Ｓ１９１
１）。
【０１０２】
具体的には、流通行為履歴テーブル７０２１’に記録されている直前の輸出入行為がＸ国
への輸入行為であるのにかかわらず、行為種別および輸出入国の情報より特定される輸出
入行為が輸入行為である場合や、Ｘ国以外の国からの輸出行為である場合、Ｘ国への輸入
行為が行なわれてから、今回の輸出入行為までの間に、正式なルートを経ていない輸出入
行為が行なわれている可能性がある。同様に、流通行為履歴テーブル７０２１’に記録さ
れている直前の輸出入行為がＸ国からの輸出行為であるのにかかわらず、行為種別および
輸出入国の情報より特定される輸出入行為が輸出行為である場合や、Ｘ国への輸入行為で
ある場合、Ｘ国からの輸出行為が行なわれてから、今回の輸出入行為までの間に、正式な
ルートを経ていない輸出入行為が行なわれている可能性がある。
【０１０３】
そこで、このような場合には、正式なルートを経ていない輸出入行為が行なわれている可
能性がある旨のメッセージを作成する。
【０１０４】
また、取扱い規則に、Ｘ国からＹ国への輸入行為を禁止する旨規定されている場合におい
て、流通行為履歴テーブル７０２１’に記録されている直前の輸出入行為がＸ国からの輸
出行為であり、且つ、行為種別および輸出入国の情報より特定される輸出入行為がＹ国へ
の輸入行為である場合、上記の禁止規定に該当する可能性が高い。また、取扱い規則に、
Ｙ国からＸ国への輸出行為を禁止する旨規定されている場合において、流通行為履歴テー
ブル７０２１’に記録されている直前の輸出入行為がＹ国からの輸出行為であり、且つ、
行為種別および輸出入国の情報より特定される輸出入行為がＸ国への輸入行為である場合
も、上記の禁止規定に該当する可能性が高い。
【０１０５】
そこで、このような場合には、今回の輸出入行為が禁止規定に該当する可能性がある旨の
メッセージを作成する。
【０１０６】
さて、支援メッセージ作成部７０５’は、以上のようにしてメッセージを作成したならば
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、これをネットワークＩＦ部７０１を介して、前記輸出入国の情報により特定される国の
施設であって、前記行為種別の情報により特定される輸出入行為を管理する輸入管理施設
あるいは輸出管理施設に設置されているユーザ端末４’へ送信する（Ｓ１９１２）。
【０１０７】
次に、ユーザ端末４’において、取扱い支援部４０２は、ネットワークＩＦ部４０３を介
して輸出入管理支援サーバ７’よりメッセージを受け取ると、これを、ユーザに通知して
、ユーザより輸出入行為を行なうか否かの確認を受付ける（Ｓ１９１３）。そして、確認
を受け付けたならば、これを、ＩＤコード、行為種別および輸出入国の情報と共に、ネッ
トワークＩＦ部４０３を介して摂取管理支援サーバ７へ送信する（Ｓ１９１４）。
【０１０８】
さて、輸出入管理支援サーバ７’において、支援メッセージ作成部７０５’は、ネットワ
ークＩＦ部７０１を介してユーザ端末４’より、ＩＤコード、行為種別および輸出入国の
情報と共に、前記行為種別により特定される輸出入行為を行なうか否かの確認を受け取る
。この確認が輸出入行為を行なう旨を示しているならば、流通行為履歴ＤＢ７０２’内の
このＩＤコードを持つ流通行為履歴テーブル７０２１’を特定する。そして、このテーブ
ルに新たなレコードを追加し、行為日時７０２１１’として現在日時を登録すると共に、
行為種別７０２１２’および輸出入国として、ユーザ端末４’より受け取った行為種別お
よび輸出入国を登録する（Ｓ１９１５）。
【０１０９】
以上、本発明の第２実施形態について説明した。
【０１１０】
本実施形態では、流通品１’やその付属品等に電子回路チップ２を装着し、この電子回路
チップ２からＩＤコードを読み取ることで、流通品１’を認識できるようにしている。そ
して、認識した流通品１’の属性情報に応じた取扱いに関するメッセージを、ユーザを伝
えるようにしている。具体的には、流通品１’の属性情報と流通品１’の輸出入履歴とを
用いて、流通品１’の輸出入行為に対するメッセージを作成し、これをユーザに伝えるよ
うにしている。このようにすることで、流通品毎にその輸出入行為を管理するためのソリ
ューションシステム（輸出入管理システム）を実現できる。その他の効果は第１実施形態
と同様である。
【０１１１】
なお、本実施形態においても、上記の第１実施形態と同様に、ユーザ端末４’およびＩＤ
リーダ３’を一体化して１つの装置としてもよい。この装置は、据置タイプのコンピュー
タシステムを用いるものでもよいし、あるいは、ＰＤＡ等の携帯タイプのコンピュータシ
ステムを用いるものでもよい。
【０１１２】
なお、本実施形態は、出入国管理システムなどのソリューションシステムにも適用できる
。例えば、出入国管理システムに適用する場合は、上記の流通品１’としてパスポートに
電子回路チップ２を装着しておき、流通品１’の流通履歴としてパスポートの出入国履歴
を管理することにより、このパスポートの所有者の出入国行為に対するメッセージを作成
し、出入国管理者に伝える。
【０１１３】
次に、本発明の第３実施形態として、本発明を物の所在管理システムに適用した場合を例
にとり説明する。
【０１１４】
本実施形態において対象となる物は、所在を管理したい物である。本実施形態では、収容
箱毎に、収容箱に収容されている物を管理することで、その物の属性情報などをユーザに
伝えるようにしている。
【０１１５】
図２０は、本発明の第３実施形態が適用された所在管理システムの概略図である。ここで
、上記の第１実施形態で説明したものと同じ機能を有するものには、同じ符号を付してい
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る。
【０１１６】
図示するように、物品１”には、この物品１”のＩＤコードを格納したＲＦＩＤ用の電子
回路チップ２が装着されている。
【０１１７】
ＩＤリーダ３”ａ、３”ｂ（以下、ＩＤリーダ３”とも呼ぶ）は、物品１”の収容箱に設
置されるＲＦＩＤ用読取装置であり、その概略構成は、図４に示す第１実施形態とものと
同様である。但し、本実施形態では、ユーザへのメッセージ通知やユーザからの指示受付
をユーザ端末４”で行なうので、ユーザＩＦ部３０４は不要である。
【０１１８】
ユーザ端末４”は、各種サーバ５”～７”と情報のやり取りを行なって、物品１”の所在
に関連するメッセージを入手したり、あるいは、物品１”の所在を更新したりする。ユー
ザ端末４”の概略構成は、図５に示す第１実施形態とものと同様である。但し、本実施形
態では、ユーザへのメッセージ通知やユーザからの指示受付をユーザ端末４”で行なうの
で、ユーザ端末４”にユーザＩＦ部が必要となる。
【０１１９】
属性情報管理サーバ６”は、例えば、物品の製造者毎に設けられる。そして、対応する製
造者が製造した物品各々の属性情報をＩＤコードを用いて管理する。ここで、物品の属性
情報としては、例えば物品の名称や用途や取扱い説明事項や物品の外観を示すイメージ情
報などである。属性情報管理サーバ６”の概略構成は、図６に示す第１実施形態の属性情
報管理サーバ６と同様である。
【０１２０】
ＩＤ管理サーバ５”は、属性情報管理サーバ６”の宛先（宛先アドレス）を管理する。Ｉ
Ｄ管理サーバ５”の概略構成は、図８に示す第１実施形態のＩＤ管理サーバ５と同様であ
る。
【０１２１】
所在管理支援サーバ７”は、物品毎にその所在の履歴を管理する。また、物品の所在に関
するメッセージをユーザ端末４”に通知する。
【０１２２】
図２１は、所在管理支援サーバ７”の概略構成図である。ここで、上記の第１実施形態で
説明したものと同じ機能を有するものには同じ符号を付している。
【０１２３】
所在履歴ＤＢ７０２”には、図２２に示すように、ＩＤコード毎に、所在履歴テーブル７
０２１”が設けられている。各所在履歴テーブル７０２１”には、検出（移動）日時７０
２１１”、および、どの収容箱に収容されているかを示す所在（ここではリーダＩＤ）７
０２１２”からなるレコードが時系列的に登録されている。
【０１２４】
支援メッセージ作成部７０５”は、ユーザ端末４”よりＩＤコードおよびリーダＩＤを含
む所在更新依頼を受け取ると、このＩＤコードを持つ所在履歴テーブル７０２１”を特定
し、このテーブルに管理されている所在を更新する。また、ユーザ端末４”よりＩＤコー
ドを含む所在追跡依頼を受け取ると、このＩＤコードを持つ所在履歴テーブル７０２１”
を特定し、このテーブルに管理されている所在の履歴を示すメッセージを作成して、ユー
ザ端末４”に通知する。さらに、ユーザ端末４”よりリーダＩＤを含む収容内容確認依頼
を受け取ると、最終レコードにこのリーダＩＤが登録されている所在履歴テーブル７０２
１”を特定し、特定した所在履歴テーブル７０２１”各々のＩＤコードが付与された物品
の属性情報を示すメッセージを作成して、ユーザ端末４”に通知する。
【０１２５】
次に、上記の所在管理システムの動作について説明する。
【０１２６】
図２３は、図２０に示す所在管理システムの動作を説明するための図である。
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【０１２７】
先ず、各収容箱に設置されているＩＤリーダ３”は、定期的に、あるいは、ユーザからの
指示受付等の所定のイベントが発生すると、読取部３０１からＩＤコードを読み取るため
の電波を送出して、ＩＤコードの読み取りを試みる（Ｓ２３０１）。これにより、収容箱
に収容されている物品１”に装着されている電子回路チップ２が駆動され、電子回路チッ
プ２の電子回路２０２からＩＤコードが読み出される。ＩＤリーダ３”は、読取部３０１
によりこれを読み取り（Ｓ２３０２）、それから、検証部３０２によりＩＤコードの検証
を行なう（Ｓ２３０３）。そして、検証が成立したならば、このＩＤコードと、予め登録
されているリーダＩＤと共に、ユーザ端末４”に通知する（Ｓ２３０４）。
【０１２８】
次に、ユーザ端末４”において、取扱い支援部４０２は、ＩＤリーダ３”よりＩＤコード
およびリーダＩＤを受け取ると、これらを含む所在更新依頼を、ネットワークＩＦ部４０
３を介して、所在管理支援サーバ７”へ送信する（Ｓ２３０５）。
【０１２９】
次に、所在管理支援サーバ７”において、支援メッセージ作成部７０５”は、ネットワー
クＩＦ部７０１を介してユーザ端末４”より所在更新依頼を受け取ると、所在履歴ＤＢ７
０２”の中から、前記依頼に含まれているＩＤコードを持つ所在履歴テーブル７０２１”
を特定する。そして、このテーブルにレコードを追加し、検出日時７０２１１”として現
在日時を登録すると共に、所在７０２１２”として、前記依頼に含まれているリーダＩＤ
を登録する（Ｓ２３０６）。
【０１３０】
さて、ユーザ端末４”は、ユーザより、ＩＤコードの指定を含む所在追跡依頼、あるいは
、リーダＩＤの指定を含む収容内容確認依頼の指示を受け付けると（Ｓ２３０７）、ネッ
トワークＩＦ部４０３を介して、これを所在管理支援サーバ７”へ送信する（Ｓ２３０８
）。
【０１３１】
所在管理支援サーバ７”において、支援メッセージ作成部７０５”は、ネットワークＩＦ
部７０１を介してユーザ端末４”より受け取った依頼が、所在追跡依頼である場合は、こ
の依頼に含まれているＩＤコードを持つ所在履歴テーブル７０２１”を所在履歴ＤＢ７０
２”から特定すると共に、このＩＤコードをＩＤ管理サーバ５”に通知する。一方、ユー
ザ端末４”より受け取った依頼が、収容内容確認依頼である場合は、最終レコードに、こ
の依頼に含まれているリーダＩＤが登録されている所在履歴テーブル７０２１”を、所在
履歴ＤＢ７０２”から抽出すると共に、抽出した各テーブルのＩＤコードをＩＤ管理サー
バ５”に通知する（Ｓ２３０９、Ｓ２３１０）。
【０１３２】
ＩＤ管理サーバ５”は、所在管理支援サーバ７”よりＩＤコードを受け取ると、このＩＤ
コードに含まれる製造者コードに対応付けられて宛先ＤＢ５０２に登録されている属性情
報管理サーバ６”の宛先を検索する（Ｓ２３１１）。そして、ネットワークＩＦ部５０１
を介して、所在管理支援サーバ７”に、検出した属性情報管理サーバ６’の宛先を送信す
る（Ｓ２３１２）。
【０１３３】
次に、所在管理支援サーバ７”において、支援メッセージ作成部７０５”は、ネットワー
クＩＦ部７０１を介してＩＤ管理サーバ４”より宛先を受け取ると、Ｓ２３１０でＩＤ管
理サーバ４”に通知したＩＤコードを、前記宛先より特定される属性情報管理サーバ６”
へ送信する（Ｓ２３１３）。
【０１３４】
次に、属性情報管理サーバ６”において、属性情報検索部６０３は、ネットワークＩＦ部
６０１を介して所在管理支援サーバ７”よりＩＤコードを受け取ると、このＩＤコードに
含まれる分類コードに対応付けられて属性情報ＤＢ６０２に登録されている属性情報を検
索する（Ｓ２３１４）。そして、所在管理支援サーバ７”に、検出した属性情報をＩＤコ
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ードと共に送信する（Ｓ２３１５）。
【０１３５】
次に、所在管理支援サーバ７”において、支援メッセージ作成部７０５”は、ネットワー
クＩＦ部７０１を介して、属性情報管理サーバ６”より属性情報をＩＤコードと共に受け
取ると、Ｓ２３０８においてユーザ端末４”より受け取った依頼に応じたメッセージを作
成する（Ｓ２３１５）。
【０１３６】
ユーザ端末４”より受け取った依頼が収容内容確認依頼である場合は、属性情報管理サー
バ６”より受け取った属性情報を含むメッセージを作成する。一方、ユーザ端末４”より
受け取った依頼が所在追跡依頼である場合は、Ｓ２３０９で特定した所在履歴テーブル７
０２１”に登録されている各レコードの情報と、属性情報とを含むメッセージを作成する
。
【０１３７】
以上のようにしてメッセージを作成したならば、ネットワークＩＦ部７０１を介して、こ
れをユーザ端末４”に送信する（Ｓ２３１６）。
【０１３８】
さて、ユーザ端末４”は、所在管理支援サーバ７”よりメッセージを受け取ると、表示装
置等を用いてこのメッセージをユーザに提示する（Ｓ２３１７）。ここで、ユーザ端末４
”は、収容箱の所在（配置）をリーダＩＤに対応付けて予め保持しているものとし、所在
管理支援サーバ７”より所在追跡依頼に対するメッセージを受け取った場合には、このメ
ッセージに記述されているリーダＩＤに対応する収容箱の所在を表示させるようにすると
よい。
【０１３９】
以上、本発明の第３実施形態について説明した。
【０１４０】
本実施形態では、物品１”に電子回路チップ２を装着し、この電子回路チップ２に格納さ
れているＩＤコードを、物品１”を収容する収容箱に設置されたＩＤリーダ３”で読み取
ることで、各収容箱に収容されている物品１”を認識できるようにしている。そして、ユ
ーザより指定された収容箱に収容されている各物品１”の属性情報を含んだメッセージを
作成してユーザに通知したり、あるいは、ユーザより指定された物品１”の移動履歴（収
容箱の変遷）を含んだメッセージを作成してユーザに通知したりするようにしている。こ
のようにすることで、収容箱毎に物を管理するためのソリューションシステム（所在管理
システム）を実現できる。その他の効果は第１実施形態と同様である。
【０１４１】
本実施形態において、例えば、物品１”を書類とし、収容箱を書類トレーとすれば、処理
期限の近い書類の所在を検出することができる。また、例えば、物品１”をおもちゃとし
、収容箱をおもちゃ箱とすれば、子供がおもちゃを決められたおもちゃ箱に片付けている
か否かを確認することができる。この場合、収容箱自身をも物品１”とすることで、収容
箱自身をきちんと元の位置に片付けたかどうかを表示装置によって確認することができる
。また、例えば、物品１”を文房具、印鑑、鍵、財布、リモコンなどの紛失し易い物とし
、収容箱の代わりに、各部屋にＩＤリーダ３”を設置すれば、紛失物の所在を調べること
ができる。
【０１４２】
以上、本発明の実施の形態について説明した。
【０１４３】
本発明は、上記の各実施形態に限定されるものではなく、その要旨の範囲内で数々の変形
が可能である。
【０１４４】
たとえば、上記の各実施形態において、ＩＤ管理センタは、必ずしも１つである必要はな
い。それぞれ異なる属性情報管理サーバを管理する複数のＩＤ管理サーバを設けてもよい
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。そして、ユーザ端末は、例えば複数のＩＤ管理サーバに対して順番に問合せを行なって
、属性情報管理サーバの宛先を入手するようにしてもよい。また、各種支援サーバも、必
ずしも１つである必要はなく、複数設けるようにしてもよい。そして、属性情報通知先の
支援サーバが分散するように、各属性情報管理サーバを設定して、負荷を分散させるよう
にしてもよい。さらに、上記の各実施形態で説明したソリューションシステムは、同一の
ネットワーク８上に存在させても構わない。
【０１４５】
また、上記の各実施形態において、ＩＤコードを物に付与するために、必ずしも電子回路
チップ２を用いる必要はない。その他の様々な方法を利用することができる。例えば、上
記の第１、第２の実施形態では、バーコード等を利用してＩＤコードを物に印刷し、これ
をバーコードリーダとしての機能を有するＩＤリーダで読み取るようにしてもよい。
【０１４６】
さらに、上記の各実施形態において説明したソリューションシステムは、あくまでも例示
にすぎない。本発明は、特定できる個々の対象（物品のみならず生物等も含む）に固有に
付した識別情報と、識別情報を読み取る読取装置と、読取装置に接続されたユーザ端末と
、ユーザ端末に接続された情報ネットワークと、情報ネットワークに接続された情報処理
装置と、情報処理装置に接続され、あるいは、情報処理装置から読み出しや書き込みがで
きるデータベース装置と、を含む様々なシステムに適用できる。ここで、識別情報は、例
えば予め書き込まれた固有の読取専用番号を含むＲＦＩＤタグを用いることができる。
【０１４７】
このシステムにおいて、先ず、対象について期待されている特定のイベントが発生すると
、読取装置は、ユーザよりの指示あるいは自動検知により、前記対象に付されている識別
情報を読み取る。次に、ユーザ端末は、読取装置が読み取った識別情報、並びに、イベン
トに伴って発生した前記対象に関する情報を収集し、情報ネットワークを通じて情報処理
装置に伝送する。それから、情報処理装置は、前記対象に関する情報を受信すると、これ
を当該対象に固有属性として識別情報に関連付けて整理した形でデータベース装置に登録
する。以上の処理が、対象について期待されている特定のイベントが発生する都度繰り返
される。これにより、前記対象に関する情報の蓄積が行なわれる。
【０１４８】
ここで、対象に関する情報とは、当該対象について次のいくつかのイベント、あるいは、
それらに関連するイベントに伴って発生する情報である。
【０１４９】
（１）対象（自動車等の多数のパーツからなる製品）の製造、加工または改変
（２）他の対象との結合、組み立て、または、分解
（３）対象そのものへの情報の付与、追加（おおちゃ箱や宝石箱の中身確認等）
（４）対象の場所の移動（運搬）
（５）対象の存在の確認（在庫管理等）
（６）対象（パスポートや有価証券等）を信用媒介とする商取引
（７）対象の販売、返品、試供等の商取引（輸出入以外の店頭販売等での管理）
（８）対象の所有、保管、保護の移転
（９）対象（薬等）の使用、消耗
（１０）対象の状態や条件の変化（冷蔵庫内の食料品が古くなっていないかや、冷凍室に
置くべき食料品が冷蔵室に放置されていないかなど）
（１１）対象の廃棄（部品の再利用や、不法投棄の防止）
また、対象に関する情報は、各々のイベントの発生時刻、場所、条件、イベントに関係す
る別のイベントの名称や属性、イベントに関与した者の氏名、付与された情報、対象に生
じた変化などの情報を含む。
【０１５０】
本発明によれば、以上のようなシステムにおいて、ある対象について、イベントが発生し
た場合や、システム利用の必要性が生じた場合、ユーザの要求あるいは予めプログラムさ
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末あるいは情報処理装置において、読取装置が前記対象から読み取った識別情報は勿論の
こと、それに加えて属性項目や属性の数値範囲等を条件として、データベース装置の機能
が許すあらゆる検索を行なえるようにすることができる。
【０１５１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、個々の物を認識して、その属性情報に応じた取扱
いに関するメッセージをユーザを伝えることができ、したがって、様々なソリューション
システムに適用できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態が適用された摂取管理システムの概略図である。
【図２】図１に示す電子回路チップの概略図である。
【図３】図２に示す電子回路チップ２に格納されるＩＤコードのフォーマット例を説明す
るための図である。
【図４】図１に示すＩＤリーダ３の概略構成図である。
【図５】図１に示すユーザ端末４の概略構成図である。
【図６】図１に示す属性情報管理サーバ６の概略構成図である。
【図７】図６に示す属性情報ＤＢ６０２の登録内容例を示す図である。
【図８】図１に示すＩＤ管理サーバ５の概略構成図である。
【図９】図８に示す宛先ＤＢ５０２の登録内容例を示す図である。
【図１０】図１に示す摂取管理支援サーバ７の概略構成図である。
【図１１】図１０に示す摂取行為履歴ＤＢ７０２の登録内容例を示す図である。
【図１２】図１０に示すユーザ情報ＤＢ７０３の登録内容例を示す図である。
【図１３】図１０に示す取扱い規則ＤＢ７０４の登録内容例を示す図である。
【図１４】図１に示す各装置にハードウエア構成例を示す図である。
【図１５】図１に示す摂取管理システムの動作を説明するための図である。
【図１６】本発明の第２実施形態が適用された輸出入管理システムの概略図である。
【図１７】図１６に示す輸出入管理支援サーバ７’の概略構成図である。
【図１８】図１７に示す流通行為履歴ＤＢ７０２’の登録内容例を示す図である。
【図１９】図１９は図１６に示す輸出入管理システムの動作を説明するための図である。
【図２０】本発明の第３実施形態が適用された所在管理システムの概略図である。
【図２１】図２０に示す所在管理支援サーバ７”の概略構成図である。
【図２２】図２１に示す所在履歴ＤＢ７０２”の登録内容例を示す図である。
【図２３】図２０に示す所在管理システムの動作を説明するための図である。
【符号の説明】
１，１’，１”…物、２…電子回路チップ、３，３’，３”…ＩＤリーダ、４，４’，４
”…ユーザ端末、５，５’，５”…ＩＤ管理サーバ、６，６’，６”…属性情報管理サー
バ、７…摂取管理支援サーバ、７’…輸出入管理支援サーバ、７”…所在管理支援サーバ
、８…ネットワーク、２０１…シリコンチップ、２０２…電子回路、２０３…コンデンサ
、２０４…アンテナ、３０１…読取部、３０２…検証部、３０３，４０１…無線通信部、
３０４…ユーザＩＦ部、４０２…取扱い支援部、４０３，５０１，６０１，７０１…ネッ
トワークＩＦ部、５０２…宛先ＤＢ、５０３…宛先検索部、６０２…属性情報ＤＢ、６０
３…属性情報検索部、７０２…摂取行為履歴ＤＢ、７０２’…流通行為履歴ＤＢ、７０２
”…所在履歴ＤＢ、７０３…ユーザ情報ＤＢ、７０４，７０４’…取扱い規則ＤＢ、７０
５，７０５’，７０５”…支援メッセージ作成部、９０１…ＣＰＵ、９０２…メモリ、９
０３…外部記憶装置、９０４…インターフェース、９０５…通信装置、９０６…入力装置
、９０７…出力装置、９０８…読取装置、９０９…記憶媒体
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